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第１章 はじめに

1-1 策定の経緯 

下水道は、快適で衛生的な生活環境の確保や公共用水域の水質保全、雨水の
排除による浸水被害の軽減のため欠くことのできない重要な都市基盤施設で
あるとともに、水環境の保全、水資源の再利用を踏まえた循環型社会の形成に
大きな役割を担っています。登米市（以下「本市」という。）においても、昭
和 49年度より下水道整備を開始し、令和３年度末における汚水処理人口普及
率は 84.5％となっています。 
しかしながら、人口減少や節水機器の普及による下水道使用料収入の減少、
施設の老朽化による更新期の到来など、経営環境は厳しさを増しています。こ
のような状況の中において、経営環境の変化に適切に対応し、下水道事業のあ
り方について常に検討を行うことが求められています。 
国土交通省は、平成 26年７月に「新下水道ビジョン」により、下水道事業
の持続と進化、果たすべき使命を提示しました。また、総務省は、同年８月に
「公営企業の経営に当たっての留意事項について」により、すべての公営企業
に対して「経営戦略」の策定による経営基盤の強化と財政マネジメントの向上
を要請しています。 
本市の下水道事業においては、平成 29年３月に「登米市下水道事業経営戦
略」（以下「本市経営戦略」という。）を策定し、令和２年４月１日に下水道事
業に地方公営企業法（昭和 27年法律第 292 号）を適用し、公営企業会計によ
り下水道経営に取り組んでいます。今般、社会情勢の変化や法適用後の実績な
どを踏まえ、経営戦略の見直しを行うものです。 

1-2 位置づけ 

本市経営戦略は、本市の下水道事業について、国の下水道ビジョン、宮城県
の「生活排水処理基本構想」などと整合を図りながら、「登米市第２次総合計
画」のもと、中長期的な事業運営の方針を示す経営の基本計画として位置づけ、
下水道関連施策の方針を定めるものです。 
なお、本市経営戦略は、総務省による「「経営戦略」の策定・改定の更なる
推進について」（平成 31年３月 29 日付け総財公第 45号、総財営第 34号、総
財準第 52号、総務省自治財政局公営企業課長、同公営企業経営室長、同準公
営企業室長通知）、「「経営戦略」の改定推進について」（令和４年１月 25日付
け総財公第６号、総財営第１号、総財準第２号、総務省自治財政局公営企業課
長、同公営企業経営室長、同準公営企業室長通知）において策定を要請されて
いる「経営戦略」として記載すべき内容を踏まえたものとなっています。 
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    図 1-1 登米市における下水道事業経営戦略の位置づけ 

1-3 計画期間 

本市経営戦略における今回の改定の計画期間は、中長期の見通しを踏まえた 
10 年間（令和５年度から令和 14年度まで）とします。 
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